
被爆80年・
原水爆禁止2025年世界大会

長崎
被爆80年 見逃せない！

8
8（金）フォーラム・分科会

パネリスト

フォーラム
核兵器のない平和で公正な世界のために－政府代表と市民運動の交流
長崎大学文教
キャンパス
中部講堂 　長崎市文教町 1-14（「長崎大学」電停下車すぐ）

受付13:20  14:00~16:30 終了予定

ガザ住民支援・非核平和の中東を ̶エジプト大使に聞く
受付 12:20  13:00~14:00 終了予定

　長崎市文教町 1-14（「長崎大学」電停下車すぐ）

今日の核兵器と戦争をめぐる重大な情勢のもとで、核兵器廃絶は
ますます緊急の課題となっています。来年のNPT再検討会議、国連総
会第一委員会、TPNW再検討会議に向けて核兵器を三度使用させな
い、「核抑止力」論打破、核兵器禁止条約の履行、普遍化など核廃絶前進
のための行動、諸国政府と市民社会との共同について意見交流しま
す。

エジプト：モハメド・アブデル=モネム
（エジプト大使 /ポート・サイド大学教授）
マレーシア：（招請中）
イギリス：ジェレミー・コービン
 （下院議員／ＣＮＤ副会長）

アメリカ：ジョゼフ・ガーソン
（平和・軍縮・共通安全保障キャンペーン議長）

日 本 ：土田 弥生
（原水爆禁止日本協議会事務局長）

イスラエルによるパレスチナ・ガザへのジェノサイド、イランの
核施設への先制攻撃など、国際法、国連憲章をじゅうりんする無法
行為がくりかえされています。
核兵器のない平和な中東をいかに実現するのか、第一線で活躍する
エジプトの外交官、アブデル・モネム大使に語っていただきます。

【報告者】
モハメド・アブデル=モネム　
（エジプト大使
/ポート・サイド大学教授）

※ 終了後、同会場で「フォーラム：政府と市民運動との交流」が開催されます。

長崎大学
文教キャンパス
中部講堂

参加費無料

By Jessica Taylor
ジョゼフ・ガーソン さんジェレミー・コービン さん 土田 弥生 さんモハメド・アブデル=モネム 大使

軍事ではなく国際法と国連憲章を守って平和的解決を求めるとりくみ、自国の政府に
核兵器禁止条約への署名・批准を求める運動など、「非核日本キャンペーン」について
交流します。

日本と東アジアにおける「核対核」「軍事対軍事」の対抗の危険性を明らかにし、日本と東アジアに
おける国連憲章・国際法に基づく平和秩序の構築、来年のNPTとTPNWの会議に向けて自国の政府
を変える世論と運動の発展をめざします。

核兵器禁止条約に参加する日本を

長崎県
総合福祉センター
5階大ホール 長崎市茂里町 3-24（JR 浦上駅または「浦上駅前」電停下車、徒歩約 5分）

非核平和の日本とアジア
チトセピアホール

分科会
01

分科会
02

受付 9:00  9:30~15:00終了予定

－非核日本キャンペーン

長崎市千歳町 5-1（「千歳町」電停下車徒歩 2分）

受付 9:10  9:30~15:00終了予定

アン・ライト
　（アメリカ／平和のための退役軍人会／元米軍大佐・元国務省官僚）
社会進歩連帯（韓国 /調整中）

特別発言：

アン･ライトさん

同時通訳機材代
一般1,000円
学生500円



〒113-8464　東京都文京区湯島2-4-4 平和と労働センター６階
Tel : 03-5842-6035 / Fax : 03-5842-6033
URL : https://www.antiatom.org/    E-mail:antiatom55@hotmail.com

原水爆禁止世界大会実行委員会（事務局 日本原水協）

https://antiatom.org/local_addrss/
二次元コードはコチラお申込み

お問合せ
お申込み
お問合せ

お申し込みは、お近くの都道府県原水協へ

都道府県原水協連絡先（あなたの街の原水協）

※ 時間、会場、パネリスト等変更となる可能性があります。

！ 集合場所が
変わります

核兵器・戦争をめぐる情勢、被爆者の話を聞き、被爆体験の継承と核兵器廃絶に
向けた運動について学びます。同世代の青年との運動の交流し、日常的につなが
り、全国的な青年世代での運動発展を目指します。

長崎市片淵４-２-１（県営バス「経済学部前」下車徒歩すぐ）

動く分科会★佐世保基地　集合場所が変更します
長崎駅東口に新しくできた「貸し切りバス駐車場」になります。

海外も含め原爆核実験被害の実相、被爆者の思い、その声､運動を改めて学びます。
原爆被爆者相談員として長く被爆者に寄り添った活動されてきた相談員の原玲子さ
んにもお話いただきます。「被爆体験者」の問題、被爆者の思いをつなぐ活動をされて
いるみなさんの活動など、学び、自分自身の問題として、これからに活かすために交
流します。

石破政権は、アメリカいいなり、トランプ政権の中国包囲戦略に協力
して核兵器使用の態勢づくり、「拡大抑止」の強化をはかり、多くの日本
国民が物価高騰にあえぐなかでも8兆7000億円もの防衛費を湯水のよ
うに使おうとしています。これに対抗する全国の運動を交流します。

未来につなぐ運動の実践報告と、参加者のとりくみ紹介、グループ
ワークで交流し深めます。

野口 邦和 さん武本 匡弘 さん キャロライン･ルーカス さん

高草木 博 さん

長崎市魚の町５-１長崎市民会館１階（「市役所」下車すぐ）

長崎市文教町 1-14（「長崎大学」電停下車）

長崎市魚の町５-１地下 1階（ 「市役所」電停下車すぐ）

親と子（小学生）を対象とする分科会です。午前中は、被爆
者相談員村田未知子さんのお話と、お医者さんから「被爆って
なんだろう」などのお話しを聞きます。午後はアニメ「ながさ
きのこうま」（翼プロダクション）を見ます。
遊びも交えて、こどもたちといっしょにみんなで平和につ

いて学びあいます。

被爆・核実験被害の実相普及、
被爆者援護・連帯、核実験被害者の支援

アマランス
研修室１・２

長崎大学
文教キャンパス
環境科学部A棟A-21
環境科学部本館2階

長崎市民会館
３階体育館

長崎市魚の町５-１（「市役所」下車すぐ）

長崎大学 片淵キャンパス
経済学部講堂

長崎市民会館
地下1階
展示ホール

人類を襲う気候危機。温暖化を加速させ、地
球環境を破壊する戦争と核抑止力の増強を止
めなければ。内外のスペシャリストからの発言
を共有し、私たちにできること、これからの活
動へ一歩踏み出す分科会です。

分科会
08

分科会
03

分科会
04

分科会
05

分科会
07

ストップ戦争準備・大軍拡、
    守ろう平和とくらし

青年のひろば

気候危機、エネルギーと原発

親と子の学びのひろば

受付 9:10  9:30~15:00終了予定

受付 9:10  9:30~15:00終了予定

受付 9:00  9:30~15:00終了予定

長崎大学
文教キャンパス
教育学部本館 4階41番

長崎市文教町 1-14（「長崎大学」電停　下車）

分科会
06

反核平和の文化をひろげよう
受付 9:10  9:30~15:00終了予定

受付 9:10  9:30~15:00終了予定

受付 9:30  10:00~15:00終了予定

今道　忍 さん

特別発言：
核兵器・戦争をめぐる情勢報告：高草木博さん
    （世界大会運営委員会共同代表）
被爆者：今道　忍さん（長崎原爆被災者協議会）

武本 匡弘（環境活動家 /プロダイバー）
キャロライン･ルーカス（元緑の党国会議員、核軍縮キャンペーン（CND） 副会長）
野口 邦和（世界大会運営委員会共同代表）


